
（ー）

江
遠
孫

『
國
語
明
道
本
孜
異
』
(
-
八
四
六
年
刊
行
）
は
、

と
と
も
に
、
清
朝
に
於
け
る

『
國
語
』
の
代
表
的
な
校
勘
書
と
さ
れ
る
。

(
3
)
 

『
國
語
』
の
校
勘
は
、
嘉
慶
五
年
(
-
八

0
0
)
に
重
刻
明
道
本
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
重
刻
明
道
本
と
公
序
本
を
校
合
す
る
と
い
う
方
法

が
と
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
最
初
に
行
っ
た
の
が
顧
廣
折

『
校
刊
明
道
本
章
氏
解
國
語
札
記
」
（
以
下
、

『
國
語
札
記
」
と
稲
す
）
で
あ
る
。
顧

(4
)
 

廣
折
は
重
刻
明
道
本
を
底
本
と
し
、
北
宋
宋
痒

『
國
語
補
音
』
に
摘
録
さ
れ
て
い
る
公
序
本
の
字
句
を
お
も
な
校
勘
資
料
と
し
た
。
明
清
の
重

刻
公
序
本
も
校
勘
資
料
と
し
て
い
る
が
、

「
別
本
」
と
梢
し
、
限
ら
れ
た
範
園
で
の
利
用
に
と
ど
め
て
い
る
。

圧
遠
孫

『
國
語
明
道
本
孜
異
』
（以
下
、

『
國
語
孜
異
』
と
稲
す
）
は、

『
國
語
札
記
』
と
同
じ
く
、
重
刻
明
道
本
を
底
本
と
し
た
校
勘
書
で

(5
)
 

あ
る
。『
國
語
』
の
校
勘
書
の
中
で
最
も
完
備
し
た
良
本
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
校
勘
罷
例
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
見
嘗
た
ら
な
い
。

は
じ
め
に

注
遠
孫

『
國
語
明
道
本
孜
異
』
の
校
勘
憫
例

顧
廣
折
『
園
語
札
記
』
と
の
闘
連
に
於
い
て

(
2
)
 

そ
の
約
三

0
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
顧
廣
折

『
校
刊
明
道
本
岸
氏
解
國
語
札
記
』

小

方

件

子
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亦
皆
恨
揺
而
采
取
之
。
（
國
語
孜
異
序
la
)

本
稿
で
は
、

『
國
語
孜
異
』
の
｛
貰
例
を
分
析
し
て
校
勘
憫
例
を
迎
き
出
す
。
さ
ら
に
、

『國
語
札
記
』
か
ら

『
國
語
孜
異
』
へ
の
校
勘
手
法
の

偲
承
と
骰
展
を
論
じ
る
。

(
1
)
奮
題
天
聖
明
道
本
國
語
。
（
中
略
）
是
明
道
二
年
以
天
聖
印
本
重
刊
也
。
近
代
盛
行
宋
公
序
補
音
、
明
人
許
宗
魯
、
金
李
皆
従
公
序
本
重

刊
、
雨
本
各
有
優
劣
、
而
後
是
非
異
同
判
焉
。
今
刻
以
明
道
本
出
大
字
、
公
序
本
輔
行
小
字
於
下
。
も
書
所
引
之
異
文
及
諸
家
所
辮
之
異
字
、

（
か
つ
て
は
『
天
聖
明
道
本
國
語
』
と
題
す
。
（
中
略
）
こ
れ
は
明
道
二
年
に
、
天
聖
刊
本
を
底
本
と
し
て
重
刊
し
た
の
で
あ
る
。
近
年
は
宋

公
序

『補
音
』
が
廣
く
流
行
し
、
明
人
の
許
宗
魯
、
金
李
は
い
ず
れ
も
公
序
本
に
従
っ
て
重
刊
し
て
い
る
。
雨
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
優
劣
が
あ

る
の
に
、
そ
れ
以
後
、
是
非
や
異
同
は
後
者
に
於
い
て
の
み
判
断
さ
れ
て
き
た
。
本
書
で
は
明
道
本
を
大
字
で
記
し
、
公
序
本
を
補
佐
と
し

て
そ
の
下
に
小
字
で
記
し
た
。
加
え
て
他
書
の
引
用
す
る
異
文
、
及
び
諸
家
の
論
ず
る
異
字
に
つ
い
て
も
、
懺
重
に
選
ん
で
採
録
し
た
）

『
國
語
』
の
版
本
に
は
明
道
本
と
公
序
本
の

二
系
統
が
あ
る
。
明
道
本
の
祖
本
は
、
北
宋
天
聖
七
年

(
1
0
二
九
年
）
に
刊
行
さ
れ
、
明
道

(
7
)
 

二
年

(
1
0三
三
年
）
に
重
刊
さ
れ
た
天
聖
明
道
本
で
あ
る
。
清
の
嘉
慶
五
年
ま
で
重
刻
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
抄
本
だ
け
が
細
々
と
偲
え
ら

れ
て
き
た
。
公
序
本
の
祖
本
は
、
北
宋
宋
痒
の
校
刊
本
で
あ
る
。
宋
痒
は
十
五
、
六
種
の
版
本
及
び
抄
本
を
校
合
し
、
『
國
語
補
音
』

三
巻
と

併
せ
て
刊
行
し
た
。
原
刻
は
早
く
に
逸
し
た
が
、
改
訂
版
も
含
め
、
多
く
の
重
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
消
朝
初
期
か
ら
嘉
慶
五
年
に
至
る

ま
で
、
世
に
流
通
し
て
い
た

『
國
語
』
の
版
本
は
す
べ
て
原
刻
公
序
本
を
祖
と
す
る
重
刻
本
で
あ
っ
た
。

(l
)
は

『
國
語
孜
異
』
の
序
文
で
あ
る

。

『國
語
孜
異
』

の
校
勘
憫
例

「
公
序
本
」
と
「
重
刻
公
序
本
」
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(
3
)
の

孜
異
』
が
「
公
序
本
」
を
引
く
例
で
あ
る
。

注
遠
孫
が
底
本
と
し
た
明
道
本
は
、
嘉
慶
五
年
刊
行
の
重
刻
明
道
本
で
あ
る
。
校
勘
資
料
と
し
た
公
序
本
は
、
序
文
に

「
明
人
許
宗
魯
、
金

李
皆
従
公
序
本
重
刊
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
の
明
刊
重
刻
公
序
本
（
許
宗
魯
本
と
金
李
本
）

の
初
出
箇
所
で
あ
る
。
〔
解
在
荒
服
之
中
〕

語
孜
異
巻

一
la
／
巻

一）

は
『
國
語
孜
異
」
の
見
出
し
、

〔解
〕
は

「
夏
」

字
が
あ
る
）
と
記
し
た
。
(4
)

で
あ
る
。
(2
)
は

『
國
語
孜
異
』
に
於
け
る
雨
本

(
2
)
〔
解
在
荒
服
之
中
〕
嘉
蜻
重
刊
公
序
本
無
「
之
中
」

二
字
。

許
宋
魯
、
金
李
皆
嘉
蜻
重
刻
本
也
。
許
金
雨
本
間
有
異
同
、
不
復
悉
載
。
（
國

注
遠
孫
は
二
種
類
の
明
刊
重
刻
公
序
本
（
許
宗
魯
本
と
金
李
本
）
を
校
勘
資
料
と
し
て
い
る
。
た
だ
し

『
國
語
孜
異
」
に

「公
序
本
」
と
し

て
暴
げ
て
い
る
の
は
、
許
宗
魯
本
、
金
李
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
『
國
語
孜
異
』
に
於
け
る

「公
序
本
」
は
、
拙
稿
（
二

0
二
0
)

た
よ
う
に
、
許
宗
魯
、
金
李
雨
本
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
宋
刊
原
刻
公
序
本
て
あ
る
。

(
3
)
か
ら

(6
)
は

『
國
語

(
3
)
〔
解
書
序
曰
〕
「
書
」
上
公
序
本
有
「
夏
」
字
。
（
國
語
孜
異
巻
一

lb
／
巻
一
）

(
4
)
〔莫
弗
欣
喜〕

公
序
本

「弗」

作

「
不
」
。
『
文
選
』
注
作

「
不
」。（
國
語
孜
異
巻

一
lb
／
巻

一）

(5
)
〔解
必
以
所
貢
〕
「
必
」
公
序
本
作
「
皆
」
。
（
國
語
孜
異
巻

一
厖
／
巻

一）

で
論
じ

(
6
)
〔棋
木
〕
公
序
本

「棋
」
作

「揺
」
、
注
同
。
見

『
補
音
』
。
『
山
海
経
』
郭
注
引

『
國
語
』
作

「楠
」
、
詳

『
登
正
』
。
（
國
語
孜
異
巻
三
珈

／
巻
一
四
）
〔書
序
曰
〕
は
、
許
宗
魯
本
、
金
李
本
と
も
に

「有
書
序
日
」
で
あ
る
。
江
遠
孫
は
許
宗
魯
、
金
李
雨
本
に
共
通
す
る

「有
書
序
日
」

を
原
刻
公
序
本
の
字
句
と
推
定
し
、

「
「
書
」

上
公
序
本
有

「
夏
」
字
」
（
「
書
」

の
上
に
公
序
本
は

(5
)
も
同
様
て
あ
る
。

(6
)
の

〔棋
木
〕
は
、
許
宗
魯
本
は

「揺
木
」、
金
李
本
は

「
椛
木
」
で
あ
る
。
江
遠
孫
は
金
李
本
の

「揺
木
」
を

以
下
は
射
應
す
る

「
國
語
』
の
巻
敷
で
あ
る
。

〔在
荒
服
之
中
〕
が
津
昭
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
／
」
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(7
)
〔解
田
子
園
〕
『
補
音
』、
園
音
子
救
反
。
重
刻
本
作

「
圃
」、
非
公
序
本
也
。
『
墨
子
』
作

「
圃
」
。
（
國
語
孜
異
巻

一
仙
／
巻

一）

(8
)
〔解
媒
噴
〕
『
補
音』

作

「媒
」
。
璽
刻
作

「褻
」、
非
宋
公
序
原
本
突
。
（
展
語
孜
異
巻

一
131
／
巻
二）

(7
)
の

〔田
子
固
〕
は
、
重
刻
本
（
許
宗
魯
本
、
金
李
本
）
で
は

「
田
子
圃
」
に
な
っ
て
い
る
。
『
國
語
孜
異
』
は
そ
れ
を

「非
公
序
本
也
」（
公

の

「褻
」
を

「
非
宋
公
序
原
本
突
」
（
宋
公
序
原
本
で
は
な
い
）
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、
江
遠
孫
が

「重
刻
本
」
と

「
公
序
本
」
と

『補
音
』

注
遠
孫
は
二
種
類
の
重
刻
公
序
本
を
お
も
な
校
勘
資
料
と
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
宋
痒

『
陵
語
補
音
』
の
見
出
し
も
校
勘
資
料

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
『
國
語
補
音
』

は
、
宋
痒
が
唐
代
の
作
と
さ
れ
る

『
藉
音
』（
撰
者
不
明
、
逸
）
を
増
補
し
た
も
の
で
、
宋
痒
自
身
の

(
9
)
 

校
定
し
た

『
國
語
』
二
十

一
巻

（原
刻
公
序
本
）
と
併
せ
て
刊
行
さ
れ
た
。
（

9
）（
10)
（
11)
は

『
國
語
補
音』

の
例
で
あ
る
。
〔
淫
決
〕
〔
凋

身
〕
〔
衆
清
〕
は、

『
國
語
補
音
』
の
見
出
し
、

「／」

以
下
は
封
應
す
る

『
國
語
』
の
巻
敷
で
あ
る
。

(9
)
〔
淫
決
〕
音
逸
。（
固
語
補
音
巻

一
121
／
巻
一
）

(10)
〔喝
身
〕
音
憑
。
補
音
、
皮
泳
反
、
注
同
。（
醒
語
補
音
巻
一

131
／
巻
一
）

(11)
〔衆
清
〕
補
音
、
箋
詣
反
。
（
撥
語
補
音
巻

一
131
／
巻

一
）

を
謳
別
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

序
本
で
は
な
い
）
と
す
る
。
(8
)
の

で
あ
る
。

原
刻
公
序
本
の
字
句
と
推
定
し
、

「
公
序
本
「
批
」
作
稲
」
（
公
序
本
は

「棋
」
を

「揺」

に
作
る
）
と
記
し
た
。

『
國
語
孜
異
』

(8
)
 

で
は
、
明
刊
重
刻
本
は

「公
序
本
」
と
は
別
に
、

「重
刻
本
」
「
重
刻
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る

。

(7
)
（
8
)
は
そ
の
例

〔媒
婿
〕
は
、
重
刻
本
（
許
宗
魯
本
、

金
李
本
）

で
は

「
褻
頃
」

に
な
っ
て
い
る
。
『
國
語
孜
異
』
は
そ
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(9
)
は

『
薔
音
』

の
音
注

「音
逸
」
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て
い
る
。

(10
)
は

『
薔
音
』

の
音
注

「音
憑
」
の
あ
と
に
、
宋
痒
自
身
の
補
注
「
補

音
、
皮
泳
反
、
注
同
」
を
加
え
て
い
る
。
(11
)
は
宋
痒
の
補
注

「補
音
、
箋
詣
反
」
の
み
で
あ
る
。
江
遠
孫
は
、

(11)
の
よ
う
な
宋
痒
の
補

注
の
み
の
項
目
の
見
出
し
を
、
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
て
校
勘
に
利
用
し
た
。
次
の

(12)
か
ら

(15)
は

『
國
語
孜
異
』
の
例
で
あ
る
。

(12
)
〔
清
衆
也
〕
公
序
本

「演
衆
」
作

「衆
清
」
、
是
也
、
見

『補
音
』
。
『
御
覧
』
同
。
（
國
語
孜
異
巻
一
該
／
巻
一
）

(13
)
〔
解
耗
委
柔
貌
〕
「
委
」

下
公
序
本
有

「
耗
」
字
、
是
也
。
見

『
補
音
』
。
（
國
語
孜
異
巻

一
201
／
巻
三）

(14
)
〔
朝
王
干
衡
薙
〕
公
序
本
無

「
王
」
字
。
『
補
音』

出

「朝
子
」
、
則
無

「
王
」
字
突
。

案
有

「
王
」
字
是
也
。
（
醒
語
孜
異
巻
一

Sa
／
巻
一
）

(15
)
〔解
禦
猶
距
也
〕
「
距
也
」
上
公
序
本
有

「應
也
」
二
字
、
見

『
補
音
』
。
（
國
語
孜
異
巻
一

zb
／
巻
一
）

(12
)
で
は
、
重
刻
明
道
本
の
字
句

〔済
衆
〕

一
方
、
次
の

(16)
（
17)

が、

「公
序
本
」
で
は

「
衆
済
」

に
な
っ
て
お
り
、

で
は
、

「公
序
本
」
に
は
鱗
れ
ず
、

『
補
音
』
の
見
出
し

の
み
を
校
勘
資
料
と
し
て

い
る
。

(16
)
〔解
鋤
局
〕『
補
音』

作

「
組
」
。
「
鋤
」
乃

「組」

之
俗
。
（
幽
語
孜
異
巻

一
仙
／
巻

一）

(17
)
〔悌
慢
〕『
補
音
』
「
僻
」
作

「解」
。「
解
」「
僻
」
古
今
字
。
（
國
語
孜
異
巻

一
布
／
巻

一）

(16
)
は
正
字
・
俗
字
、

(17
)
は
古
字

・
今
字
の
異
同
で
あ
る
。
圧
遠
孫
は

「公
序
本
」
を
お
も
な
参
校
本
と
し
て
い
る
が
、

字
憫
に
賜
し

て
は

『
國
語
補
音
』
と
の
異
同
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
後
者
の
ほ
う
が
、
原
刻
公
序
本
の
姿
を
よ
り
正
確
に
偲
え
て
い
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
本
文
或
い
は
草
昭
注
の
解
繹
に
開
わ
ら
な
い
文
字
の
校
合
な
ら
ば
、
字
句
を
摘
出
し
た
見
出
し
だ
け
で
も
充
分
で
あ
る
。
(18
)

(18
)
〔
楯
〕
『
補
音』

作

「
盾」
。
「
盾
」
「
楯
」
古
今
字
。
（
國
語
孜
異
巻

一
la
／
巻

一）

(19
)
〔
患
〕
『
補
音』

作

「
茂
」
、
云
、
通
作

「懲
」。（
國
語
孜
異
巻

一
la
／
巻

一）

か
ら

(21)
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

る
と
述
べ
る
。

(13
)
(
14
)
（
15
)
も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
が

『
補
音
』
の
見
出
し
に
も
見
ら
れ
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語
孜
異
巻
一
該
／
巻
一
）

月
之

「
日
」。

蓋
因
字
相
近
而
誤
。
（
國
語
孜
異
巻
一
油
／
巻

一）

に
例
を
畢
げ
る
。

(20
)
〔
齋
宮
〕
『
補
音
』
「
齋
」
作

「齊
」
。
案
古
多
作

「齊
」
、
用
仮
借
字
也
。
下
同
。
（
國
語
孜
異
巻

一
知
／
巻

一）

(21
)
〔懸
相
〕
『
補
音』

作

「縣
」
。
「
縣
」
「
懸
」
古
今
字
。
（
函
語
孜
異
巻

一
131
／
巻
二）

ま
た

『
國
語
孜
異
』
に
は
、

『國
語
補
音
』
の
見
出
し
を
根
披
に
、
重
刻
公
序
本
が
原
刻
本
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

(22
)
〔解
田
チ
囲
〕
『
補
音』
、
園
音
子
救
反
。
重
刻
本
作
「
圃
」
、
非
公
序
本
也
。
『
堅
子
』
作

「
圃
」
。
（
國
語
孜
異
巻

一
仙
／
巻

一）

(23
)
〔解
媒
婚
〕
『
補
音
』
作

「媒」
。
重
刻
作
「
褻
」
、
非
宋
公
序
原
本
突
。
（
國
語
孜
異
巻

一
131
／
巻
二
）

(22
)
で
は
、

重
刻
明
道
本
の

〔解
田
子
圃
〕
の

〔圃
〕
が、

重
刻
公
序
本
で
は
〔
圃
〕
に
な
っ
て
い
る
が
、

『國
語
補
音
』
の
見
出
し
が

「
園
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
圃
」

を

「非
公
序
本
也
」（
公
序
本
で
は
な
い
）
と
す
る
。

こ
こ
で
い
う

「
公
序
本
」
は
原
刻
公
序
本
で
あ
る
。

(23
)

も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に

『
國
語
孜
異
』
で
は
、

『
國
語
補
音
』
の
按
語
に
あ
る
『
國
語
』
の
異
文
に
開
す
る
情
報
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

(24)
か
ら

(27)

(10
)

(

11
)
 

(24)
〔猶
日
休
楊
〕
『
補
音
」
作

「
日
」
云
、
或
本
作

「
日
」。

重
刻
本
作
「
日
」
、
依
或
本
改
也
。
『
史
記
』
作

「日」
、
『
孜
正
』
云
、
嘗
作
日

(25)
〔以
糀
之
〕『
補
音
』
云
、
「
藉
」
本
或
作
「
泄
」
。
今
重
刻
本
偲
注
皆
作
「
泄
」
、
従
或
作
也
。
「
泄
」
者
「
疎
」
之
仮
借
字
、
「
士
位
」
俗
。
（國

(26
)
〔秦
師
必
有
譴
〕
『
補
音
』
云
、
本
亦
作

「摘
」。

案
、
「諸」

字
俗
。
（
國
語
孜
異
巻

一
111
／
巻
二）

(27
)
〔
郁
〕
『
補
音
』
云
、
或
作

「繕」。

案
、
『
内
偲
繹
文
』
云
、

「郁」

亦
作

「
纏
」
。

公
羊
作

「郁」
、
穀
梁
作

「
罐
」
。
「
郁
」

本
字
、

「纏」

仮
借
字
。
（
國
語
孜
異
巻

一
171
／
巻
三
）

(22
)
(
23
)
(
1
1
(
7
)
（

8
)
の
再
録
）

は
そ
の
例
で
あ
る
。
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重
刻
明
道
本
の

(
14
)
 

例
で
あ
る
。

(30) 
で
は
、

重
刻
明
道
本
の

校
勘
資
料
と
し
て
い
る
。

次
の

勘
作
業
に
利
用
し
て
い
る
。

(24)
（

25) 

〔淫
決
〕
を、

（
31
）
は

(29)
の
見
出
し

は、

『
補
音
』
の
按
語
を
も
と
に
、

重
刻
公
序
本
の
字
旬
が
宋
代
の

『
國
語
』
の
異
本
に
よ

っ
て
改
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
る
。

(26)
（
27)
で
は
、
重
刻
明
道
本
と
も
『
補
音
』
と
も
一
致
し
な
い
異
文
を
引
い
て
い
る
。

の
音
注
で
あ
る
。

； 
『薔
音
』

次
の

(28)
（
29
)
（
11(
9
)
（
10
)
の
再
録
）
は
宋
痒

『
國
語
補
音
』
の
例
で
あ
る
。
(28)

(28
)
〔
淫
決
〕
音
逸
。
（
國
語
補
音
巻

一
121
／
巻

一）

(29)
〔弗
身
〕
音
憑
。
補
音
、
皮
沐
反
、
注
同
。
（
國
語
補
音
巻

一
131
／
巻

一）

江
遠
孫
は
『
國
語
補
音
』
の
項
目
の
う
ち
、

(28)
（
29)
の
よ
う
に

『
蕉
音
」

を
引
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
出
し
も

『
薔
音
』

(13
)
 

の
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
を

『
薔
音
』

が
底
本
と
し
た

『
國
語
」
の
字
句
、
す
な
わ
ち
唐
代
以
前
の

『
國
語
』
の
異
文
と
し
て
、
校

(30
)
（
31
)
は

『
國
語
孜
異
」
の
例
で
あ
る
。

(30)
は

(28)
の
見
出
し

(30
)
〔
淫
侠
〕
公
序
本

「侠
」
作

「決」
、
『
奮
音
』

同
。
（
國
語
孜
異
巻
一
畑
／
巻

一）

〔侠
〕
が

「公
序
本
」

の

「
音
逸
」、

(29)

(31
)
〔憑
身
〕
公
序
本
作

「
弗
」
、
『
藷
音
』

同
。
「
凋
」
「
憑
」
古
今
字
。
（
國
語
孜
異
巻
一

Bb
／
巻
一
）

の

「音
憑
」
は

『
藉
音
』

〔洟
身
〕
を

で
は

「決」

で
あ
り
、

『
蕉
音
』
の
見
出
し
も

「決」

で
あ
る
と
す
る
。
(31
)
で
は
、

〔憑
〕
が

「
公
序
本
」
で
は

「凋
」
で
あ
り
、

『
薔
音
」

の
見
出
し
も

「嗚
」
で
あ
る
と
す
る
。

(32)
（
33)
（
34
)
も
同
様
の
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し
て
い
る
。

次
の

(32)
〔偏
誡
〕
公
序
本
作

「戒
」。『
薔
音
』

同
。「
誡
」
「
戒
」
古
字
通
。（
幽
語
孜
異
巻

一
知
／
巻

一）

(33)
〔石
速
〕
公
序
本

「速
」
作

「遂
」
。
『
薔
音
』

同
。
『
内
俸
』
作

「速
」
。
「
説
文
』
「
速
」、
応瘤
文
作

「漱
」
。
（
國
語
孜
異
巻
一
加
／
巻
一
）

(34)
〔盤
庚
〕
公
序
本

「盤
」
作

「般
」
。
『
薔
音
』

同
。
（
國
語
孜
異
巻

一
該
／
巻

一）

な
お
、

『國
語
孜
異
』
に
は
、

「公
序
本
」
に
は
燭
れ
ず
、

『
藉
音
』

だ
け
を
載
せ
て
い
る
項
目
も
あ
る
。
次
の

(35
)
（
36
)
は
そ
の
例
で
あ
る
。

(35
)
〔解
滅
之
〕
「
滅
」
、
『葛
音
』
作

「
威
」
。
『
毛
詩』

同
。
（
國
語
孜
異
巻

―
gb
／
巻
二）

(36
)
〔解
荘
王
他
〕
「
他
」
、
『侶
音
』

作

「も
」。（
國
語
孜
異
巻

一
101
／
巻
二）

(35)
の

〔解
滅
之
〕
の

〔滅
〕
は
、
許
宗
魯
本
は

「威
」
、
金
李
本
は

「滅
」
で
あ
る
。
『
幽
語
孜
異
』
は
原
則
的
に
、
許
宗
魯
、
金
李
雨
本

(15
)
 

に
異
同
が
あ
れ
ば

「公
序
本
」
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

の
校
勘
憫
例

重
刻
明
道
本
の
校
勘
に

『園
語
補
音
』
の
見
出
し
を
利
用
す
る
と
い
う
手
法
は
、
顧
廣
折
が
す
で
に

『
國
語
札
記
』
で
取
り
人
れ
て
い
る
。

(16
)
 

(37)
は

『
國
語
補
音
』
、
(38
）
は

『
國
語
札
記
』
の
例
で
あ
る
。

(38
)
〔解
楯
也
〕『
補
音
』
作

「盾
」。

（
國
語
札
記
lb
／
巻

一）

(39
)
は

『
國
語
孜
異』

の
例
で
あ
る
。
(38
)
と
同
じ
く
、

『
國
語
補
音
』

の
見
出
し

〔注
干
盾
〕
の

〔盾
〕
を
、
校
勘
作
業
に
利
用

(38
)
 で
は

(37)
の
見
出
し

〔注
干
盾
〕
の

〔盾
〕
を
、
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
て
校
勘
作
業
に
利
用
し
て
い
る
。

(37)
〔注
干
盾
〕
補
音
、
食
允
反
。
（
國
語
補
音
仙
／
巻

一）

ニ・
「國
語
札
記
』

『補
音
』

(36)
も
同
様
で
あ
る
。
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(39)
〔
解
楯
〕
『
補
音
』
作
「
盾
」
。
「
盾
」
「
楯
」
古
今
字
。
（
國
語
孜
界
巻
一

la
／
巻
一
）

次
の

(40)
（
41)
（42)
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

(40)
は

『國
語
補
音
』
、
(41
）
は

『
國
語
札
記
』、
(42)
は
『
國
語
孜
異
』

で
あ
る
。

(40)
〔懐
任
〕
補
音
、
而
林
、
而
鶏
二
反
。（
國
語
補
音
巻

一
lll
／
巻
一
）

(41)
〔解
懐
姐
〕『
補
音
』
作

「任
」。（
國
語
札
記
加
／
巻

一
）

(42)
〔解
懐
姫
〕『
補
音
』
作

「任
」。

案、

「任
」
「
妍
」
古
今
字
。
「
周
南
」
毛
偲
作

「懐
任
」
。
（
園
語
孜
異
巻

一
函
／
巻
一
）

『
國
語
孜
異
」
が

『國
語
札
記
』
の
手
法
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

(43) 
の

「一

占
反
」
は

『
奮
音
」

の
音
注
、

「
補
音
又
於
鮪
反
」

は
宋
痒
の
補
注
で
あ
る
。
(43
)

と
こ
ろ
が
次
の
例
で
は
、

(43)
の
『
國
語
補
音
』
の
利
用
の
仕
方
が
、

(44
)
の
『
國
語
札
記
』
と

(45)
『
國
語
孜
異』

と
で
異
な
る
。

(43)
〔可
厭
〕
一

占
反
。
補
音
又
於
甚
反
。
（
國
語
補
音
巻

一
郎
／
巻
二）

(44)
〔猷
也
〕『
補
音
』
作

「厭
」、
後
同
。
（
幽
語
札
記
沈
／
巻
―
-）

(45)
〔
不
可
獣
也
〕
『
藷
音
』

作

「厭
」。『
太
平
御
覧
』

「
四
夷
部
」

二
十
引
此
作

「厭
」
。
「
猷
」

古

「厭
」
字
、
後
同
。
（
國
語
孜
異
巻
―

lOb
／
巻
二）

の

『
國
語
補
音
』
の
見
出
し

〔可
厭
〕

の

〔厭
〕
を、

(44
）
の

『
國
語
札
記
』
で
は

「『
補
音
』
作

「厭」
」
と
引
き
、

(45)
の

『
國
語
孜
異
』
て
は

『
藉
音
』

の
見
出
し
と
し
て
、
「
『
薔

音
』
作
「
厭
」
」

と
引
い
て
い
る
。
(46)
（
47)
（
48)
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
(46
)
は

『
國
語
補
音』
、
(47)
は
『
國
語
札
記
』、
(48)
は

『國

(46)
〔
注
部
擁
〕
上
、
之
亮
反
。
下
、
於
勇
反
。
（
國
語
補
音
巻

一
仙
／
巻

一）

(47)
〔
解
障
悲
〕
「
補
音
」

作

「部
擁
」。（
醒
語
札
記
lb
／
巻

一
）

(17) 

(48)
〔
解
障
塑
〕
「
障
」
公
序
本
作
「
郡
」
。
『
藷
音
』

同
。
案

「部」

非
此
義
。
宋
公
序
言
、
『
奮
音
』
唐
人
箸
誤
。（
國
語
孜
異
巻
一

la
／
巻

一
）

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

『
國
語
孜
異
』
は
『
國
語
補
音
』
の
見
出
し
を
、

『
蕉
音
』

か
ら
あ
る
項
目
の
も
の
と
、
宋
痒
が
新
た
に
設
け
た
項

語
孜
異
』
で
あ
る
。
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次
の

目
の
も
の
と
に
分
け
て
、
前
者
を
唐
代
以
前
の

『
國
語
』
の
異
文
と
し
て
、
後
者
を
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
て
校
勘
に
用
い
て
い
た
。『
國

語
札
記
」
で
は
、

そ
の
よ
う
な
匪
別
は
せ
ず
、

『奮
音
」
か
ら
あ
る
項
目
の
見
出
し
で
あ
っ
て
も
、
宋
痒
が
字
句
に
つ
い
て
と
く
に
論
じ
て
お

ら
ず
、
顧
廣
祈
自
身
に
も
異
論
が
な
け
れ
ば
、
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

： 
『壼
音
』

『
國
語
札
記
』
が

『
國
語
補
音』

の
見
出
し
を

『蕉
音
』
と
し
て
引
く
の
は
、

①
『
國
語
補
音」

に
異
文
に
開
す
る
情
報
や
字
旬
に
闘
す
る

議
論
が
あ
る
、
②

『
國
語
札
記
」
に
字
句
に
賜
す
る
議
論
が
あ
る
、
と
い
う
場
合
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。

(49
)
 

(50) 

(49
)
は

『
國
語
補
音
」、
(50)
は

『國
語
札
記
』
の
例
で
あ
る
。

(49)
〔注
荀
裸
〕
音
歴
。
『
左
他
』
作

「
躁
」。

補
音
、
力
秋
反
、
本
亦
作

「躁
」
、
字
通
。
（
國
語
補
音
巻
三
gb
／
巻

一
五）

(50)
〔解
礫
〕
『
藷
音
』

作

「裸
」。

（
國
語
札
記
161
／
巻
一
五
）

の

「
音
歴
。
『
左
偲
』

作

「
躁
」」

は

『藉
音
』
の
注
繹
、

「
補
音
、
力
秋
反
、
本
亦
作

「
躁
」
、
字
通
」
は
宋
痒
の
補
注
で
あ
る
。

の

『國
語
札
記
』
で
は
、

『
薔
音
』

の

「『
左
博
』
作
「
躁
」
」
、
宋
痒
の

「
本
亦
作

「礫
」」

と
い
う
情
報
を
踏
ま
え
て
、
明
道
本
と
は
界

な
る

「裸
」
を、

『
薔
音
』

が
底
本
と
す
る

『國
語
』
の
異
文
と
し
て
示
し
て
い
る
。
（
51
）（
52)
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

(51
)
〔
注
殷
涙
〕
米
丁
反
。
或
作

「冥
」
。
今
按
、
経
典
及
諸
本
無
従
水
者
。『
蕉
音
』
其
見
異
本
乎
。
下
同
。（
國
語
補
音
巻

一
291
／
巻
四
）

(52
)
〔解
冥
〕
『
藉
音
』

作

「
漠
」
。
（
國
語
札
記
仙
／
巻
四
）

(51
)
の

「米
丁
反
。
或
作

「冥」」

は

『
藉
音
」
の
注
秤
、
「
今
按
、
経
典
及
諸
本
無
従
水
者
」
は
宋
痒
の
補
注
て
あ
る
。
(52)
の
『
國
語

札
記
』
で
は
、

『
奮
音
』

の

「或
作

「
冥
」」

と
い
う
異
文
情
報
、
及
び
宋
痒
の

「経
典
及
諸
本
無
従
水
者
」
と
い
う
議
論
を
踏
ま
え
て
、
宋
痒

が
参
照
し
た

『
國
語
』
諸
本
に
は
な
い
「
冥
」
を、

『
藷
音
』

が
底
本
と
す
る

『
國
語
』
の
異
文
と
し
て
示
し
て
い
る
。

―-108-



按
語
に

「別
本
者
重
刻
宋
公
序
本
」
（
別
本
は
重
刻
宋
公
序
本
で
あ
る
）
と
あ
る
が
、

「
別
本
」
が
具
憫
的
に
ど
の
版
本
を
指
す
の
か
は
記
さ

(18
)
 

れ
て
い
な
い
。

（
國
語
札
記
lb
／
叙）

(53)
〔均
服
〕『
奮
音
」
作

「掏
」。

杢
烈
案
、
「
拘
」「
均
」
字
一
耳
。
詳

『左
偲
補
注
』
。
（
國
語
札
記
lOb
／
巻
八
）

(54)
〔祇
〕『
藷
音
』
作

「夭
」
。
王
烈
案
、

「
秋
」
者

「秩
」
之
省
。「
秩
」「
妖
」
古
今
字
。
（
殴
語
札
記
園
／
巻

―二
）

(55)
〔
憾
者
〕『
藉
音
』
作

「減
」。

杢
烈
案
、
宋
公
序
疑

『
藷
音
』

偲
寓
之
誤
。
不
然
也
。「
減
」
即
「
感
」
字
。「
感
」「
憾
」
正
俗
字
也
。『
左

偉
』
多
用

「感
」
、
後
人
毎
改
為

「憾
」
。
（
國
語
札
記
lsb
／
巻

一
五）

(56)
〔詠
〕『
奮
音
』
作

「脈
」。

王
烈
案
、
此

『藷
音
」
誤
。
脈
脆
、
大
腹
。
輿
此
無
渉
。（
國
語
札
記
国
／
巻

一
七）

(57)

〔褻
御
〕『
藷
音
』
作

「替」
。
王
烈
案
、

『毛
詩
』
作

「替
」
。
字
嘗
従

「執
」。

（
國
語
札
記
園
／
巻

一
七）

で
あ
り
、

『
毛
詩
』
で
は

「蟄
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「執」

に
従

う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
次
の

(58)
は、

(57)
が
引
い
て
い
る

『
國
語
補
音
』
の
項
目
で
あ
る
。

(58)
〔蟄
〕
音
辟
。
補
音
、
息
列
反
。
（
國
語
補
音
巻
一二
園
／
巻
一
七
）

: 

(59)
は

『國
語
札
記
」
に
於
け
る

「
別
本
」
の
初
出
箇
所
で
あ
る
。

(59)
〔僚
口
突
〕
別
本
僚
下
不
空
。
王
烈
按
、
此
本
間
附
薔
音
、
疑
此
亦
是
音
。
印
本
模
糊
、
影
寓
遂
閑
、
後
準
此
。
別
本
者
重
刻
宋
公
序
本
。

別
本

例
え
ば

(57)
で
は
、
重
刻
明
道
本
の

開
す
る
議
論
が
あ
る
。

次
の

(53)
か
ら

(57)
も

『
國
語
札
記
』
が

『國
語
補
音
』
の
見
出
し
を

『
藷
音
』
の
も
の
と
し
て
引
く
例
で
あ
る
。

〔褻
〕
が

『
藷
音
』
で
は

〔贄〕

い
ず
れ
も
文
字
に
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一
方
、
次
の

「國
語
札
記
』
と

『國
語
孜
異
』

(60
)
〔解
猶
拒
也
〕
別
本
猶
下
有

「應
也
」
二
字
。
『
補
音
』

出

「應
也
」
。
（
國
語
札
記

za／
巻

一）

(61
)
〔
注
應
也
〕
補
音
、
應
射
之
應
。
（
國
語
補
音
巻

一
布
／
巻

一）

『國
語
補
音
』
の
見
出
し

〔應
也
〕

記
』
で
は
、
ま
ず

「別
本
」
の
該
嘗
箇
所
の
章
昭
注
が
「
猶
應
也
拒
也
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

(62)
〔告
日
〕
別
本
作

「
告
王
日
」
。
『
補
音
』

出

「告
王
」
。
（
國
語
札
記
加
／
巻

一
）

(63)
〔
告
王
〕

補
音
、
古
毒
反
。
下
「
以
告
」
「
告
召
」
、
注

「
告
王
」
、
並
同
。
亦
如
字
。
（
國
語
補
音
巻

一
細
／
巻

一）

(64)
か
ら

(67
)
で
は
、

「別
本
」
を
輩
獨
で
引
い
て
い
る
。

(64
)
〔解
少
師
也
〕
嘗
依
別
本
作

「
小
師
」
。
王
烈
案
、
在

『
周
證
』
「
春
官
」
也
。（
國
語
札
記

za／
巻

一）

(65)
〔
解
掌
達
〕
営
依
別
本
作

「逆
」
。
（
國
語
札
記
加
／
巻

一）

(66
)
〔解
除
旬
内
〕
別
本
作

「畿
内
」。

段
云
、

別
本
為
長
。
（
國
語
札
記
証
／
巻

一）

(64)
（

65) 
で
は
、
別
本
の
ほ
う
が
正
し
い
と
断
じ
て
い
る
。
(66)

(67)
〔則
増
修
〕
恵
云
、

『史
記
』
同
。
別
本

「則
」
下
有
「
又
」
字
。
（
國
語
札
記
加
／
巻

一
）

(19
)

（

20) 

で
は
段
玉
裁
、
（
67
）
で
は
恵
棟
の
校
語
を
補
う
た
め
に

「
別
本
」
を

引
い
て
い
る
。
『
國
語
札
記
』
が
別
本
を
校
勘
作
業
に
用
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
例
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。

嘉
慶
五
年
に
重
刻
明
道
本
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
清
朝
に
於
け
る

『
國
語
』
の
校
勘
作
業
は
、
重
刻
公
序
本
の
ひ
と
つ
を
底
本
と
し
、

れ
る
と
述
べ
る
。

(62)(63)
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

次
の

(60
)
 は

『陸
語
札
記
』
の
例
、
（
61
）
は
そ
こ
で
引
か
れ
て
い
る

『
園
語
補
音
』
の
項
目
で
あ
る
。

だ
け
で
は
、

そ
れ
が
車
昭
注
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て

『
國
語
札

そ
の
上
で

「應
也
」
が

『補
音』

に
も
見
ら

そ
れ
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と
は
異
な
る
重
刻
公
序
本
及
び
明
道
本
の
抄
本
を
校
勘
資
料
と
し
て
き
た
。
明
道
本
の
抄
本
は
簡
雖
に
は
入
手
で
き
ず
、
然
る
べ
き
校
本

（底

本
は
重
刻
公
序
本
）
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
明
道
本
の
字
句
を
、
校
勘
作
業
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
さ
れ
た
。

(21
)
 

重
刻
明
道
本
を
刊
行
し
た
黄
王
烈
は
、
そ
の
五
年
前
に
、
明
道
本
の
影
抄
本
を
入
手
し
、
顧
廣
祈
の
手
を
借
り
て
詩
禍
堂
本
（
消
刊
重
刻
公

(22
)
 

序
本
の
一
種
）
に
校
勘
作
業
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
校
本
を
み
る
と
、
明
道
本
の
影
抄
本
を

「影
宋
本
」
と
稲
し
て
い
る
。
北
宋
に
刊
行
さ
れ

て
以
来
、

重
刻
さ
れ
た
形
跡
の
な
い
明
道
本
は
、
宋
本
の
姿
を
残
す
貴
重
な
も
の

で
あ
り
、
質
の
よ
い
抄
本
は

「影
宋
本
」
或
い
は

「影
抄
宋

本
」
と
稲
さ
れ
、
宋
本
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
黄
王
烈
の
刊
行
し
た
重
刻
明
道
本
は
、

時
に
於
い
て
は
、
宋
本
に
も
っ
と
も
近
い

『國
語
』
の
刊
本
で
あ
っ
た
。

そ
の

「影
宋
本
」
を
底
本
と
し
て
お
り
、
嘗

顧
廣
折

『
國
語
札
記
」
は
、
重
刻
明
道
本
と
併
せ
て
刊
行
さ
れ
た
校
勘
記
で
あ
る
。
顧
廣
折
は
宋
本
の
姿
を
保
っ
て
い
る
重
刻
明
道
本
を
、

可
能
な
限
り
宋
本
に
近
い
公
序
本
に
よ
っ
て
校
勘
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
現
存
す
る
公
序
本
は
重
刻
が
繰
り
返
さ
れ
、
本
来
の
姿
を
失
っ
て

い
る
。
重
刻
明
道
本
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
善
本
は
見
嘗
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
代
替
と
し
て
、

『
國
語
補
音
』
の
見
出
し
を
用
い
た
。

『殴
語
補
音
』
の
見
出
し
に
は
、
原
刻
公
序
本
の
字
句
が
摘
録
さ
れ
て
い
る
。
『
國
語
補
音
』
自
罷
も
原
刻
本
は
逸
し
て
お
り
、
重
刻
本
し
か
偲

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宋
代
の
著
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
國
語
』
本
怜
ほ
ど
に
は
改
愛
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

『
國

語
補
音
』
の
見
出
し
に
は
、

唐
代
の

『
藉
音
』

の
見
出
し
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

『國
語
札
記
』
で
は
、

字
句
等
に

と
く
に
議
論
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
も
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
て
用
い
て
い
る
。

注
遠
孫

『
國
語
孜
異
』
も
、
重
刻
明
道
本
を
底
本
と
し
た
校
勘
書
で
あ
る
。
顧
廣
祈

『
醒
語
札
記
』
と
同
じ
く
、
宋
本
に
近
い
重
刻
明
道
本

を
、
可
能
な
限
り
宋
本
に
近
い
公
序
本
で
校
勘
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
國
語
札
記
』
と
の
相
違
は
、

『
國
語
』
の
本
文
と
章
昭
注
に
、
全
面
的

な
校
勘
を
施
し
た
こ
と
に
あ
る
。
『
國
語
補
音
』
の
見
出
し
は
、
原
刻
公
序
本
の
姿
を
残
す
最
良
の
校
勘
資
料
で
は
あ
る
が
、

量
的
な
限
界
が

あ
る
。
従
っ
て
注
遠
孫
は
、
明
刊
重
刻
公
序
本
の
善
本
二
種
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
刊
原
刻
公
序
本
の
字
句
を
推
定
し
、
重
刻
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明
道
本
と
の
校
勘
資
料
と
し
た
の
で
あ
る
。
『
國
語
補
音』

の
見
出
し
に
つ
い
て
は
、

『
國
語
札
記
』
と
は
異
な
り
、
宋
痒
が
新
た
に
設
け
た
項

目
の
も
の
だ
け
を
原
刻
公
序
本
の
代
替
と
し
た
。
『
藉
音
』

か
ら
あ
る
項
目
の
見
出
し
は
、

『
薔
音
』

が
底
本
と
し
た

『
國
語
』

の
異
文
と
し
て

『
國
語
孜
異
』
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
異
文
を
幅
廣
＜
蒐
集
し
て
い
る
こ
と
が
欅
げ
ら
れ
る
。
『
國
語
札
記
』
も
異
文
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ

(23) 

の
多
く
は
、
先
行
す
る
校
本
や
著
作
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
國
語
孜
異
』
は、

序
文
に

「他
書
の
引
用
す
る
異
文
、
及
び
諸
家
の
論
ず
る
異

字
に
つ
い
て
も
、
懺
重
に
選
ん
で
採
録
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
執
筆
目
的
の
ひ
と
つ
に
異
文
の
蒐
集
を
掲
げ
て
い
る
。『
國
語
補
音
』
の
見

出
し
の
う
ち

『
薔
音
』

に
も
と
づ
く
も
の
を
、
『
國
語
」
の
異
文
と
し
て
引
い
て
い
る
の
も
、

で
あ
っ
た
。

圧
遠
孫

『
國
語
孜
異
」
は
、

『國
語
札
記
』
か
ら
三
十
年
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
校
勘
書
で
あ
る
。
原
刻
に
近
い
公
序
本
に
よ
る
校
勘
を
目
指

し
た
貼
は

『
國
語
札
記
』
と
同
じ
だ
が
、
公
序
本
と
の
校
合
を
全
面
的
に
行
う
た
め
に
、
明
刊
重
刻
公
序
本
を
主
要
な
校
勘
資
料
の
ひ
と
つ
と

し
た
。
加
え
て
、
古
文
猷
に
み
ら
れ
る
『
國
語
』
の
異
文
も
、
『
薔
音
」
の
見
出
し
及
び
按
語
、
経
書

・
史
書
の
注
繹
、
類
書
等
か
ら
幅
廣
＜

(24) 

蒐
集
し
て
い
る
。
引
用
文
猷
の
豊
富
さ
は
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
の
蔵
書
家
で
あ
っ
た
注
遠
孫
の
學
術
環
境
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

大
野
峻

(-
九
七
四
）

(25) 

は、

「公
序
本
、
明
道
本
と
も
宋
刊
本
に
源
を
登
す
る
が
、
久
し
く
公
序
本
が
流
行
し
て
い
た
。
清
の
嘉
慶
四
年
に

明
道
本
が
重
刊
さ
れ
る
こ
ろ
か
ら
形
勢
は

一
嬰
し
、
段
玉
裁
や
錢
大
斬
ら
考
證
學
者
の
推
奨
に
よ
り
明
道
本
プ

ー
ム
と
な
り
、
今
や
中
國
刊
行

に
よ
っ
て
字
句
を
改
め
た
形
跡
が
な
い
。
段
玉
裁
や
錢
大
斬
が
明
道
本
を
推
奨
し
た
の
は
、

の
國
語
と
い
え
ば
、
十
中
八
九
ま
で
明
道
本
と
き
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
二
貝
）
と
述
ぺ
る
。
明
道
本
は
公
序
本
と
異
な
り
、
刊
行
時
に
校
勘

(26
)
 

そ
の
黙
を
評
債
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ

お
わ
り
に

校
勘
に
用
い
て
い
る
。

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
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れ
は
逆
に
い
え
ば
、
明
道
本
を
閲
讀
す
る

に
は
、
公
序
本
お
よ
び
古
文
猷
の
異
文
と
の
全
面
的
な
校
合
が
不
可
鋏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

を
成
し
た
の
が
注
遠
孫

『
國
語
孜
異
』

て
あ
る
。
黄
否
烈
に
よ
る
重
刻
明
道
本
の
刊
行
は
、

『
陸
語
』

の
研
究
環
境
を

一
愛
さ
せ
た
。
し
か
し

徐
元
詰

『
國
語
集
解
』
(
-
九
――

-
0年
刊
行
）

明
道
本
が
好
事
家
の
宋
本
熱
を
越
え
て
、
文
猷
學
的
な
債
値
を
獲
得
し
た
の
は
、

「
園
語
孜
異
』
が
附
刻
さ
れ
、
安
心
し
て
底
本
と
し
て
活
用

す
る
道
が
開
け
て
か
ら
だ
と
言

っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
は
詳
細
に
燭
れ
な
い
が
、
そ
の
活
用
の

一
例
が
、
注
遠
孫
の
研
究
成
果
の
上
に
成
さ
れ
た

(28
)
 

で
あ
る
。

注(1
)

圧
遠
孫

（一

七
九
四
ー
一

八
三
六
）
字
は
久
也
、
小
米
。
浙
江
錢
塘
の
人
。
熟
炭
二
十

一
年
畢
人
。

(2
)

顧
廣
折
(
-
七
六
六
ー
一

八
三
五
）
字
は
千
里
。
江
蘇
元
和
の
人
。「
校
刊
明
道
本
阜
氏
解
巖
語
札
記
』
に
は
黄
不
烈
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
が
、

宵
際
の
撰
者
は
顧
廣
折
で
あ
る
。
詳
し
く
は
李
疫

（二

0
1
―
)
、
小
方
件
子
（
二

0
1
―-
）
。

(3
)

重
刻
明
道
本
の
刊
行
に
つ
い
て
は
9

小
方
件
子
（
二
0
0八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)

宋
痒
字
は
公
序
。
安
州
安
陸
の
人
。
天
型
の
初
め
に
進
士
に
合
格
す
る
。『
宋
史
』
に
偲
が
あ
る
。

(5
)
桂
湖
村

(
-
九

一
七
）
に

「
國
語
校
勘
書
中
最
も
完
備
の
良
本
な
り
」
（
上
巻
ニ
ニ
四
頁
）
、
大
野
峻

(-
九
七
五
）
に

「黄
王
烈
の

『
札
記
』
と
共

に
も
っ
と
も
重
要
な
参
考
文
猷
で
あ
る
」（
五
0
頁
）
と
あ
る
。

(6
)

『殴
語
孜
異
』
の
底
本
に
は
、
道
光
二
十
六
年
錢
唐
江
氏
振
綺
棠
刊
本
を
用
い
る
。
序
文
の
全
文
は

「藷
題
天
聖
明
道
本
國
語
。
天
聖
宋
仁
宗
年
眺
、

明
道
乃
仁
宗
改
元
。
巻
末
署
云
、
天
聖
七
年
七
月
二
十
日
開
印
、
明
道
二
年
四
月
初
五
日
得
慎
本
、
凡
刊
正
増
減
。
是
明
道
二
年
以
天
聖
印
本
重
刊
也
。

近
代
盛
行
宋
公
序
補
音
、
明
人
許
宗
魯
、
金
李
皆
従
公
序
本
重
刊
、
雨
本
各
有
優
劣
、
而
後
是
非
異
同
判
焉。

今
刻
以
明
道
本
出
大
字
、
公
序
本
輔
行

小
字
於
下
。
も
書
所
引
之
異
文
及
諸
家
所
耕
之
異
字
、
亦
皆
懺
摺
而
采
取
之
。
讀
國
語
者
庶
乎
知
其
異
而
是
非
可
識
也
。
錢
唐
圧
遠
孫
誤
」。

(7
)

「
明
道
本
」「
明
道
二
年
本
」
と
も
栴
す
。

(8
)

許
宗
魯
本
或
い
は
金
李
本
を
個
別
に
取
り
上
げ
る
例
も
あ
る
。
詳
し
く
は
小
方
件
子

（二

0
ニ

0)。

(9
)
『
醒
語
補
音
』
の
底
本
に
は
微
波
樹
本
を
用
い
る
。
注
遠
孫
が
底
本
と
し
た

『
固
語
補
音』

の
詳
細
は
未
詳
。
『
國
語
孜
異
』
（
巻
四
121
／
巻

一
九
）
に
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「
微
波
樹
刻
補
音
本
…
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
の
で
、
微
波
樹
本
を
参
照
し
た
こ
と
は
確
か
て
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
の

(24
)
の
よ
う
に
、
微
波

樹
本
と
は
字
句
が
異
る
例
も
み
ら
れ
る
。

(10
)

微
波
謝
本

『
國
語
補
音
』（
巻

一
Sb
)
は

「
本
或
作
日
」
に
作
る
。

(11
)

『
改
正
』
は
陳
樹
華

「春
秋
外
僻
孜
正
』
で
あ
る
。
該
鴬
箇
所
に
、

「〔
猶
日
休
楊
憫
恐
之
来
也
〕「
史
記
」
「
日
作
曰
。
(
-
本
作
日
）」。

案
、
補
音
云
、

義
亦
雨
通
。
愚
謂
、
裳
作
日
月
之
日
。
益
因
字
相
近
而
誤
」
（
巻

ー
131
)
と
あ
る
。

(12
)

『
経
典
秤
文
』
「
春
秋
左
氏
音
義
之

一
」
（
巻

一五
251
)
に

「
本
或
作
紺」

と
あ
る
。

(13
)

大
野
峻

(-
九
七
四
）
は、

「
補
音
三
巻
は
す
ぺ
て
租
音
に
従
っ
て
増
補
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
補
音
の
見
出
し
は
藉
音
の
ま
ま
で
あ
り
、

公
序
本
の
本
文
と
異
な
る
こ
と
も
あ
り
得
た
」
（
七
頁
）
と
述
べ
る
。

(14
)

次
の
(

a

)

（
b
)
（
C
)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
の

(32)
（
33)
（
34
)
が
引
い
て
い
る

『
國
語
補
音』

の
項
目
で
あ
る
。

(

a

)

〔偏
戒
〕
古
文
遍
字
。
今
按
、
古
文
無
此
遍
字
。
『
説
文
」
及
諸
韻
作
偏
者
正
、
作
遍
者
俗
。（
補
音
巻

一
邸
／
巻

一
）

(b
)
〔石
遂
〕
桑
谷
反
。
今
按
、

『
内
他
』
作
速
。
注
同
。
（
補
音
巻

一
121
／
巻

一）

(

C

)

〔般
庚
〕
音
盤
。
補
音
、
歩
干
反
。
（
補
音
巻

＿
131
／
巻

一）

(1
5)

た
だ
し
、

一
•

一
の

(6
)
の
よ
う
に
、

「補
音
」
に
裏
付
け
の
あ
る
場
合
は
、

「公
序
本
」
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
も
あ
る

。

ま
た
、

「
公
序
本
」

に
は
隅
れ
ず
、

『
租
音』

だ
け
を
載
せ
て
い
る
項
目
の
中
に
は
、
江
遠
孫
が
底
本
と
し
た
重
刻
明
道
本

（圧
遠
孫
校
本
、
所
在
不
明
）
に
、
該
鴬
す
る
字

句
の
異
同
が
宵
き
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

(d
)
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

(d
)
〔解
而
流
〕
『
藉
音』

作
堺
。
（國
語
孜
異
巻

一
国
／
巻
三）。

傍
線
部
の

「
汗
」
は
、
金
李
本

（巻
三
gb
)
、
許
宗
魯
本

（巻
――-gb
)

と
も
に

「汗」

に
作
る
。
し
か
し
江
遠
孫
校
本
の
臨
本
で
あ
る
陳
奥
校
本

（巻

三
布
）
に
は

こ
の
書
き
入
れ
が
な
い
。
江
遠
孫
校
本
、
陳
奥
校
本
に
つ
い
て
は
小
方
件
子
（
二

0
ニ
0)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、

『
駁
語
孜
異』

に

於
け
る

『
藉
音
』

と

『
補
音
』
の
使
い
分
け
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。『
藉
音
』

か
ら
あ
る
見
出
し
を

『
補
音
』
と
梢
し
て
引
い
て
い
る
例
も
、
多
く

は
な
い
が
み
ら
れ
る
。

(16
)

顧
痰
祈
が
底
本
と
し
た

r
図
語
補
音
』

の
詳
細
は
未
詳
。
『
殴
語
札
記
』
に
於
け
る

『
固
語
補
音』

の
引
用
に
は
、
沌
刊
微
波
樹
本
と

一
致
せ
ず
、
明

刊
本
と

一
致
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。
一

例
を
殿
げ
る
と
、

「〔
解
媒
〕
補
音
作
褻
」（
國
語
札
記
心
／
巻
二）

の

「
褻
」
は
、
微
波
樹
本
は

「
媒
」
に
作
る
。

筆
者
が
関
翌
し
た
明
刻
國
語
補
音
三
種

（「参
照
文
献
」
に
記
載
）
は
い
ず
れ
も

「
褻
」
で
あ
る
。
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〈参
照
文
献
〉

大
野
峻

(-
九
七
四
）

(17
)

（
48)
に
於
い
て

『
國
語
孜
異
』
が

「甕」

を
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
は
、
許
宗
魯
本

「擁
」
と
金
李
本

「迎
」
に
異
同
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(18
)
顧
廣
折
の

『
國
語
』
校
本
は
新
建
李
克
家
本
。
詩
租
堂
本
（
黄
壬
烈
校
本
）
も
、

『
國
語
札
記
』
執
箪
営
時
手
元
に
あ

っ
た
。
ほ
か
に
閲
誼
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
は
、
金
李
本

（段
玉
裁
校
本
）、
劉
恨
恕
本

（恵
棟
校
本
）
で
あ
る
。

(19
)

段
玉
裁

（一

七
二
八
ー
一

八

一
五
）

江
蘇
金
埴
の
人
。
字
は
若
府
、
眺
は
患
堂
。
『
國
語
札
記
』
に
引
く
段
玉
裁
の
校
語
に
つ
い
て
は
小
方
件
子

（二

0
1
―
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(20
)

悪
棟

（
一
六
九
七
ー
一

七
五
八
）

江
蘇
呉
縣
の
人
。
字
は
定
宇
、
号
は
松
崖
。
『
函
語
札
記
』
に
引
く
恵
棟
の
校
語
に
つ
い
て
は
、
小
方
件
子

(＝10
―
二
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(21
)
黄
王
烈

（一

七
六
三
ー
一

八
二
五
）
江
蘇
長
洲
の
人
。
字
は
発
圃
、
紹
武
。

(22
)

詳
し
く
は
小
方
件
子
（
二

0
0
八
）。

(23
)

お
も
に
引
用
し
た
の
は
段
玉
裁
校
本
と
恵
棟
校
本
で
あ
る
。
詳
し
く
は
小
方
伴
子

（二

0
1
―
)
、
同

（二

0
―
二
）
。

(24
)

注
家
の
蔵
書
棲
で
あ
る
振
綺
堂
は
、
圧
遠
孫
の
曾
祖
父
注
憲
が
乾
隆
年
間
に
創
設
し
た
。
振
綺
堂
に
つ
い
て
は
顧
志
興

(-
九
八
七
）
一
七
九
頁
ー

一
八
二
頁
参
照
。

(25
)
重
刻
明
道
本
の
巻
末
に
は
、

「嘉
慶
庚
申
呉
門
黄
氏
頷
未
見
書
齋
開
彫
同
邑
李
福
瞥
」
と
い
う
木
記
が
あ
る
。
嘉
慶
庚
申
は
五
年
で
あ
る
。『
國
語
札

記
』
の
序
文
に
は
、

「嘉
慶
四
年
十
月
二
十
七
日
呉
縣
黄
王
烈
魯」

と
あ
る
。

(26
)
段
玉
裁
は

『
國
語
札
記
』
の
序
文
に
、

「古
杏
之
壊
於
不
校
者
固
多
。
壊
於
校
者
尤
多
。
壊
於
不
校
者
以
校
治
之
、
壊
於
校
者
久
且
不
可
治
」（
古
沓

の
校
勘
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
く
ず
れ
て
い
る
も
の
は
も
と
よ
り
多
い
。
校
勘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
く
ず
れ
て
い
る
も
の
は
も
っ
と
も
多
い
。
校
勘

し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
く
ず
れ
て
い
る
も
の
は
校
勘
に
よ
っ
て
治
す
が
、
校
勘
に
よ
っ
て
く
ず
れ
て
い
る
も
の
は
永
遠
に
治
す
こ
と
は
で
き
な
い
）
と

述
ぺ
る
。

(27
)

同
治
八
年
(
-
八
六
九
）
に
重
刻
さ
れ
た
明
道
本
に
は
、
注
遠
孫

『
國
語
孜
異
』
が
合
刻
さ
れ
て
い
る
。

(28
)
徐
元
詰

『
國
語
集
解
』
に
於
け
る
注
遠
孫

『
國
語
校
注
本
三
種
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
小
方
件
子

（―

IOI
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
國
語
公
序
本
の
再
評
債
」『
東
海
大
學
紀
要
文
學
部
』
第
二
二
輯

（
一
頁
ー
八
頁）。
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消
嘉
疫
五
年
黄
氏
讀
未
見
書
齋
刊
士
視
居
叢
書
本

泄
圧
遠
孫
撰
孜
異

浙
黄
王
烈
撰

陳
奥
校
拉
践

『
経
典
秤
文
』
（
附
校
勘
記
）
唐
陸
徳
明

撰

賊

通

志
堂
刊
本
影
印
、
京
都
：
中
文
出
版
社
、

一
九
七
二。

『
醒
語
』（
四
部
叢
刊
）
（
明
嘉
靖
七
年
金
李
澤
遠
堂
刻
本
）
上
海
：
商
務
印
普
館
、

一
九

一
九
゜

國
語
校
注
本
三
種
（
國
語
三
君
注
輯
存
四
巻
、
國
語
骰
正
二
十

一
巻
、
國
語
明
道
本
孜
異
四
巻
）
清
注
遠
孫
撰

五
冊
。
（
二
松
學
舎
大
學
所
蔵
）

國
語
二
十

一
巻
対
札
記
一
巻
呉
阜
昭
解
浦
黄
王
烈
撰
札
記

呉
門
黄
王
烈
讀
未
見
書
齋
用
宋
明
道
天
聖
本
景
刊
士
礎
居
黄
氏
叢
書
之

―
二
冊
。
（
東
京

大
學
線
合
岡
書
館
所
蔵
）

國
語
二
十

一
巻
附
札
記

一
巻
孜
異
四
巻
呉
準
昭
解
消
黄
王
烈
撰
札
記

冊
゜

國
語
二
十

一
巻
呉
阜
昭
注
校
刊
明
道
本
幸
氏
解
図
語
札
記

一
巻

四
冊
。（
中
國
國
家
岡
書
館
所
蔵
）

同
治
八
年
湖
北
崇
文
魯
局
拇
士
祖
居
黄
氏
本
重
刊

五

道
光
二
十
六
年
錢
唐
江
氏
振
綺
堂
刊
本

大
野
峻

(-
九
七
五
）
『
國
語
上
』
（
新
秤
漢
文
大
系
六
六
）
、
東
京
：
明
治
柑
院
。

小
方
伴
子
（
二
0
0八）

「宋
明
道
二
年
刊
本

『
駁
語
』
の
黄
杢
烈
重
刻
に
つ
い
て
」
、
『
人
文
學
報
』
四
0
三
琥
（

一
頁
ー
ニ
八
頁
）。

小
方
件
子
（
二
0
-
―
)
「
『
國
語
札
記
』
に
お
け
る
段
玉
裁
校
語
に
つ
い
て
」
（
修
正
版
）、
『
平
成
二

O
I
二
二
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
』
（
一
頁
ー
一

四
頁
）。

小
方
作
子

（二

0
―
二
）
「
顧
千
里
撰

『
校
刊
明
道
本
阜
氏
解
醒
語
札
記
』
成
立
考
」
、
『
人
文
學
報
』
四
六
三
琥

（六
五
頁
ー
九

0
頁）
。

小
方
作
子
（
二
0
一
九
）
「
江
遠
孫

『
國
語
校
注
本
三
種
』
の
成
立
過
程
ー
陳
笑

「
國
語
校
注
本
三
種
序
」
の
諄
注
を
基
軸
と
し
て
ー」
、
『
人
文
論
叢
』
第

1
0二
輯

（五
五
頁
ー
七
三
頁）。

小
方
伴
子
（
二

0
二
0
)
「消
個
の
校
勘
作
業
に
お
け
る
情
報
絹
承
の

一
形
態
ー
陳
奥

『
困
語
』
校
本
と
注
遠
孫

『
陸
語
明
道
本
孜
異
』

I
」、
『二
松
」
第

三
四
集
（
三
頁
ー
ニ
ニ
頁）。

桂
湖
村

(-
九

一
七
）

r
秘
語
醒
字
解
』
、
東
京
：
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

顧
志
典

(-
九
八
七
）
「
浙
江
蔵
書
家
蔵
柑
棲
』、
杭
州
：
浙
江
人
民
出
版
社
。

李
慶
（
二
0
1
―
)
「
顧
千
里
著
述
三
考
」『
中
國
典
籍
輿
文
化
』
総
第
七
七
期
（
五
九
頁
ー
六
三
頁）。
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屈
語
一
一十一

巻

呉

車

昭

注

明

咸

許

宗
魯
宜
静
督
屋
刊

本

附

古

文
音
繹
一
巻

明
王
登
撰

一
巻

一
0
冊
。
（
嘉
潤
國
家
岡
書
館
所
蔵
）

國
語
二
十

一
巻
呉
沐
昭
注
明
嘉
靖
七
年
金
季
澤
遠
堂
刻
本
顧
之
逹
校
拉
臨
段
玉
裁
校
践
八
冊
。（
中
国
國
家
園
書
館
所
蔵
）

図
語
二
十

一
巻
呉
誰
昭
注
宋
宋
痒
補
音
明
刻
本
悪
棟
校
注
拉
跛
周
星
詰
、
翁
斌
孫
践
六
冊
。
（中
國
國
家
闘
書
館
所
蔵
）

園
語
二
十

一
巻
呉
阜
昭
注
浦
孔
氏
詩
祖
堂
刻
本
黄
王
烈
、
顧
廣
祈
校
拉
祓
四
冊
。
（中
國
國
家
闘
魯
館
所
蔵
）

國
語
二
十

一
巻

呉

阜

昭

注

補

音

三
巻
宋
宋
痒
撰
明
刻
本
褪
熙
邦
録
顧
廣
祈
校
四
冊
。
（中
駁
殴
家
闘
書
館
所
蔵
）

國
語
補
音
三
巻
（
微
波
樹
叢
内
）
宋
宋
痒
撰
消
孔
継
涵
輯
乾
隆
中
曲
阜
孔
氏
刊
本

一
冊
。
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
）

國
語
補
音
二
巻

宋

宋

痒

撰

明

正

徳

十
二
年
明
徳
堂
刻
本

孔

継

涵

践

孔
廣
拭
録
陳
樹
華
校

一
冊
。
（中
國
國
家
岡
書
館
所
蔵
）

國
語
補
音
三
巻

宋

宋

痒

撰

明

刊

本

消

何

煙

手

校

黄

杢

烈

手

祓

一

冊

。
（
台
湾
國
家
薗
書
館
所
蔵
）

春
秋
外
偲
孜
正
二
十
一
巻
消
陳
樹
華
撰
清
脱
文
弼
抄
本
慮
文
招
校

二
冊
。
（中
國
國
家
閾
書
館
所
蔵
）
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